
　今回ご紹介する方は、江南区西野でぶどうと露地野菜・施設園芸・果物等の複合栽培で農業を営む伊

藤隆さんです。昨年、脱サラをして両親からの経営移譲で本格的に農業経営を始めたばかりですが、こ

れからの経営を効率化・省力化をどう推し進めるか模索中です。 

　多種多様の野菜・果樹を作付けしていて、冬季間は施設園芸として、ほうれん草・小松菜等を栽培し

ている為、一年中の農作業に切れ目なく、充実しているそうです。水稲についても「ファームにしの」

で約5haを担っていて、収穫の秋は、色んな果樹の収穫も重なっていて多忙な時期です。

　お盆前の取材当日はフェーン現象の暑い日でしたが、ぶどうハウスの中は収穫前のぶどう（ピオーネ

を主体に栽培）の房がいっぱいでした。

～～～最終ページに伊藤隆さんの記事が続きます。～～～

地域で頑張る農
のう

業
ぎょう

人
びと

媚山政治農業委員(左)と伊藤隆さん(右)

第53号 令和2年9月5日

中央
新　潟　市

新潟市中央農業委員会
新潟市江南区泉町3丁目4番5号
江南区役所　３階
ホームページ（新潟市）
http://www.city.niigata.lg.jp/

管理係 382－4964
農政振興係 382－4966
農地係 382－4974

農業委員会だより
～中央農業委員会の所管区域～
　鳥屋野地区・石山地区・山潟地区・大形地区・曽野木地区・両川地区
　大江山地区・亀田地区・横越地区



老後の安心は国民年金＋農業者年金

加入資格・60歳未満の国民年金第１号被保険者

　　　　・農業に年間60日以上従事している方

※詳細はお近くの

JA・農業委員会事務局または下記HPへ

http://www.nounen.go.jp

　

7
月
に
管
内
に
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
、
耕
作
放
棄
地
や
無
断
転
用
等
の
実
態
お
よ
び
利
用
状
況
の

調
査
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
を
適
正
に
管
理
し
て
い
な
い
土
地
所
有
者
に
は
、
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
病
害
虫
・
鳥
獣
害
の
発
生
や
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
を
誘
発
し
、
悪
く
す
る
と
廃
棄
物
か
ら
火
災
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
迷
惑
が
か
か
る
だ
け
で
な

く
一
旦
荒
廃
す
る
と
農
地
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　

自
分
で
は
耕
作

で
き
な
い
、
農
地

を
使
っ
て
く
れ
る

方
が
見
つ
か
ら
な

い
と
お
困
り
の
方

は
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
・
農
業

委
員
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　　　　購読しませんか?

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌

★毎週金曜日発行

★購読料１か月700円

★購読の申込み先

農業委員・農地最適化推進委員

農業委員会事務局まで（TEL382‐4966）

ご投稿お待ちしています！
皆様からの自慢の農産物・地域の農業に関する積極的な取り組みなど

農業に関する素敵な情報をお待ちしております！

投 稿 方 法
　●メ ー ル：nogyo.k@city.niigata.lg.jp
　●郵　　送：〒９５０－０１９５　新潟市江南区泉町３－４－５

　　　　　　　※写真など提出いただいたものは返却いたしませんので、ご了承願います。

　●記入内容：◆名前　◆お住まい（○○区大字のみ）　◆電話番号

　　　　　　　◆写真についての概要・エピソード

　　　　　　　※農業委員会だよりのご意見・ご感想など

農地パトロールの様子（写真は昨年）

中央農業委員会だより令和２年９月５日 第53号　（2）



農地の賃貸借・売買・交換は、農地法による許可のほかに
農業経営基盤強化促進法でも行えます！

● 制度の特色
【農地の貸し借り】
　・ 貸し手は、賃貸借の期間が終了すれば農地を自動
的に返還してもらえる。（離作料の支払い不要）

　・ 貸し手と借り手が引き続き賃貸借を希望する場合
は、更新することができます。

　　※ 貸借期間終了前に案内を送付します。更新を希
望する場合は忘れずに手続きをしてください。

【農地の売買・交換】
　・ 所有権移転の登記は、要望があれば農業委員会事務局が行います。
　・一定の条件により税金の優遇措置が受けられます。
　　※譲渡所得の800万円の特別控除、不動産取得税・登録免許税の軽減措置

● 制度の要件
【借り手・買い手要件】
　・自ら耕作すること。（不動産業者が介入していないこと）

【土地の要件】
　・ 取得面積が概ね10a以上であること。（隣接する既存農地を含めることも可）
　・借り手の経営面積が50a以上であること。
　・買い手の経営面積が水田面積換算で260a以上であること。

● 届出に必要な書類等
●利用権設定申請書（農業委員会事務局にあり）
　・貸し手（売り手）、借り手（買い手）の双方からの申し出
　・貸し借りは、土地の地番を特定できること
●認印
●売買・交換は土地の登記簿謄本（法務局交付の全部事項証明書）
　※代理申請の場合は、事前にご相談ください。

お問合せ先　農業委員会事務局　農政振興係　☎382‐4966

農業経営基盤強化促進法による「貸借・売買・交換」

わしも歳だし
跡取りもおらん
から、田を
売りたい

もっと大規模に
農業をしたいから
適した農地は
ないかな？

他の野菜も
つくってみたい
から農地が
ほしいな

ネギ

大豆

こ
ん
な
声
を
結
び
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も

　固定資産税は、土地・家屋のほか償却資産(事業で使用している資産) も対象となっています。
　償却資産の所有者は、その資産が所在する市町村長へ申告することが、地方税法第383条の規定によ
り義務づけられています。

 また、新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少した個人事業主・中小事業者等に対して固定
資産税等の特例制度があります。制度を受けるには申告が必要です。詳しくは下記までお問合せください。

お問い合わせ・申告先
　　新潟市　資産税課　償却資産係
　　〒951-8554　新潟市中央区古町通7番町1010番地　古町ルフル　3階
　　電話　025-226-2277（直通）
　　Mail　shisanzei . to@city .n i igata . lg . jp

重要  農業用の資産は償却資産申告が必要です！

中央農業委員会だより（3）　第53号 令和２年９月５日



● 市街化調整区域の農地を以下の農地以外に転用する場合、農地法に基づく許可が必要です。

　　○ 住宅を建てる     

　　○ 資材置き場や建設残土の捨場にする  

　　○ 農業用施設を建てる 

　　○ 青空駐車場にする 

　　○ 太陽光発電施設を設置するなど

　　　 ※一時的に利用する場合も転用になります。

● 転用の許可方法は２種類あります。

　　○ 農地の所有者等がその農地を転用する場合　　　　　　　（農地法第４条）

　　○ 農地の所有者から農地を買うまたは借りて転用する場合　（農地法第５条）

● 市街化区域内の農地の転用については、許可は不要ですが転用の届出が必要です。

　　※ 許可を受けないで転用された農地は、基本的に追認の許可はされません。転用を行う

前に許可を受けてください。

　　※ 無断転用及び許可内容と相違する場合は農地法に違反することとなり、場合によって

は３年以下の懲役や300万円以下の罰金の適用もあります。（農地法第64条）

お問合せ先　農業委員会事務局　農地係　☎382‐4974

農地を転用するときは農地法の許可が必要です！
～農地は一度転用されると元に戻すことが困難です。転用は慎重に～

●  農地法の許可を必要としない以下の理由で農地の権利を取得した場合は、農地のある市

町村の農業委員会事務局への届出が必要になります。

　　○ 相続（遺産分割・包括遺贈を含む）　　○ 法人の合併・分割　　○ 時効　　など

お問合せ先　農業委員会事務局　農地係　☎382‐4974

各種申請書類は、新潟市ホームページからダウンロードできます

ホームページアドレス　http://www.city.niigata.lg.jp/　から  農地法  で検索してください。

相続等によって農地の権利を取得した場合は届出を
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江
南
区
産
業
振
興
課
で
は
、
野
菜
の
残
さ
や
果
樹
の

剪
定
枝
、
竹
林
の
枯
竹
な
ど
の
煙
公
害
対
策
と
し
て
、
平

成
27
年
か
ら
無
煙
炭
化
器
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
大
型
（
直
径
約
１
５
０
cm
）
3
台
・
中
型
（
直
径
約

１
０
０
cm
）
2
台
を
無
料
で
貸
出
し
て
お
り
、
効
果
が
認

め
ら
れ
ク
チ
コ
ミ
で
利
用
者
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
、
無
煙
炭
化
器
を
利
用
す
る
山
倉
松
春
さ

ん
（
江
南
区
丸
山
）
が
、
枯
竹
の
処
分
に
困
り
無
煙
炭
化

器
を
使
用
す
る
と
い
う
情
報
を
聞
き
つ
け
、
利
用
者
の
声

を
お
伝
え
し
よ
う
と
、
初
夏
の
晴
天
の
も
と
訪
ね
て
み
ま

し
た
。

　

大
型
無
煙
炭
化
器
の
中
で
枯
竹
の
太
い
も
の
か
ら
枝
ま

で
が
、静
か
に
熱
く
燃
え
て
い
ま
し
た
。
山
倉
さ
ん
は「
伐

採
し
た
枯
竹
処
分
に
困
っ
て
い
た
が
、
庭
の
花
壇
に
す
き

込
む
炭
が
で
き
て
、
大
満
足
だ
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

複
数
回
利
用
の
田
中
久
子
さ
ん（
江
南
区
横
越
川
根
町
）

も
「
大
き
な
木
を
燃
や
せ
る
し
、
草
も
燃
や
し
て
し
ま
え

ば
草
の
種
ま
で
灰
に
で
き
る
。
樹
木
の
伐
採
は
業
者
に
委

託
し
て
い
る
が
、
ゴ
ミ
に
出
す
よ
う
に
小
さ
く
す
る
と
更

に
費
用
が
か
か
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

炭
の
効
果
は
殺
菌
作
用
・
脱
臭
作
用
な
ど
で
す
が
、
果

樹
園
で
は
、
モ
グ
ラ
が
出
る
と
そ
の
後
ネ
ズ
ミ
が
来
て
、

根
を
か
じ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
炭
を
す
き
込
ん
だ

ら
匂
い
が
嫌
と
み
え
、
ネ
ズ
ミ
は
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

新
潟
市
で
は
環
境
保
全
型
・
資
源
循
環
型
農
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
炭
利
用
で
減
農
薬
・
減
肥
料
で
農
産
物
の

お
い
し
さ
及
び
収
量
ア
ッ
プ
に
無
煙
炭
化
器
を
活
用
く
だ

さ
い
。

お
問
合
せ　

江
南
区
産
業
振
興
課 

☎
０
２
５（
３
８
２
）４
８
１
６

大量の枯竹の山

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
無
煙
炭
化
器

50分もすると一杯になり、水で消火竹炭のできあがり！ 50分もすると一杯になり、水で消火

竹を無煙炭化器にどんどん入れる竹を無煙炭化器にどんどん入れる

大量の枯竹の山

中央農業委員会だより（5）　第53号 令和２年９月５日



現
在
の
経
営
状
況

　

果
樹
（
・
ぶ
ど
う　

・
い
ち
じ
く　

・
ル
・
レ
ク
チ
ェ　

・

栗　

・
柿
）
約
40
ａ　

施
設
野
菜
（
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー

マ
ン
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
小
松
菜
等
）
約
10
ａ　

露
地
野
菜
約

20
ａ　

水
稲
約
５
ha

就
農
の
き
っ
か
け

　

高
齢
に
な
っ
て
き
た
両
親
が
農
業
を
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
自
分
が
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
就
農
す
る
決
心
を

し
、
昨
年
会
社
を
退
社
し
ま
し
た
。
現
在
は
様
々
な
農
作
物
の

栽
培
技
術
を
習
得
す
べ
く
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

日
々
思
う
こ
と

　

農
業
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
、
季
節
ご
と
の
旬
の
美
味

し
い
も
の
が
あ
り
、
新
鮮
な
農
作
物
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

西
野
の
ぶ
ど
う
は
地
域
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と

メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
現
在
、
作
付
け
し
て
い
る
ぶ
ど
う
「
ピ
オ
ー
ネ
」
は
最
近

の
人
気
の
「
甘
く
て
、
大
粒
、
種
無
し
」
で
す
。
美
味
し
い
ぶ

ど
う
に
す
る
に
は
、
一
房
・
一
房
の
管
理
（
形
を
整
え
た
り
、

粒
の
剪
定
や
袋
掛
け
を
し
た
り
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
枝

一
房
に
し
、枝
葉
を
整
理
す
る
な
ど
多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
種
無
し
ぶ
ど
う
に
す
る
の
に
、
開
花
時
に
溶
液
（
無

種
化
剤
及
び
成
長
調
整
剤
漬
け
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
は
、
規
模
拡
大
予
定
で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

新
品
種
の
ぶ
ど
う
を
選
定
し
、
栽
培
し
て
い
く
計
画
で
す
。

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て

　

農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
就
農
し
た
の
で
す
が
、
一
経
営
体
と

し
て
多
種
類
の
農
作
物
の
栽
培
を
し
て
い
る
為
、
効
率
化
・
省

力
化
の
で
き
る
施
設
の
整
備
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
親
の
作
っ
て
き
た
果
樹
・
野
菜
等
は
美
味
し
い
と
好
評

だ
っ
た
の
で
見
本
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
先
の
農
業
を
ど

う
す
べ
き
か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

媚
山
政
治
農
業
委
員
の
話

　

伊
藤
家
は
、
両
親
と
隆

さ
ん
の
３
人
が
農
業
に
専

業
し
、
西
野
地
区
で
経
営

規
模
の
拡
大
と
高
品
質
の

農
作
物
を
生
産
す
る
農
家

で
す
。
隆
さ
ん
は
脱
サ
ラ

を
し
て
地
域
を
け
ん
引
す

る
担
い
手
と
し
て
注
目
の

存
在
で
す
。

伊
藤　

隆
さ
ん
（
47
）

農
業
人
の
紹
介

作業中の伊藤さん

・・・・・・農地の賃借・売買等は農業委員会で・・・・・・
農地法に基づく申請・届出締切日（10月～３月）  許可申請は１回、届出は３回受付いたします。

月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日

10

月
12日（月）

5日（月）
11

月
10日（火）

5日（木）
12

月
7日（月）

4日（金）

1月 8日（金）

6日（水）

13日（火） 13日（金） 14日（月） 15日（金）

21日（水） 24日（火） 22日（火） 25日（月）

月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日
※ 農地の貸借等を希望される方は、農業委員・農地

利用最適化推進委員または中央農業委員会事務局

にご相談ください。
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月
5日（金）

3日（水）
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月
10日（水）

5日（金）

12日（金） 15日（月）

22日（月） 23日（火）

中央農業委員会だより令和２年９月５日 第53号　（6）

※紙面の記事・写真の無断転載を禁じます。
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